




































































あるとする。さらに， は 次元の産出行列であり，単一生産物体系なので単位行列（（i j）要素は	









































































	 	 と	 	 →　各財一単位
	 	 と	 	 →　
	 	 と	 	 →　
	 	 と	 	 →　
	 	 ・	 ・
	 	 ・	 ・
	 	 ・	 ・
　今期，各 財を一単位ずつ生産するためには の第 列の各 財と の第 番目の要素だけの直接労働




































　第一財一単位生産するのに第一財が ，第二財が ，直接労働が 必要であり，第二財一単位生産





























































































となる。いうまでもなく， は，Ⅲ節 1，Ⅱ節 1 で定義されたものと同じである。




























































































































































3 ） に分解不能性を仮定しないならば， であるためには を仮定する必要がある。なお，これらはすべて今
期の労働であり，いわゆる「死んだ労働」は含まれていないと解釈されなければならない。なお，この点については
Morishima（1973），邦訳第 1 章の「価値の第二の定義」の概念を参照。
4 ）ここで，Pasinetti（1977），邦訳150ページにならって	 と定義する。 が非負行列なので,そのつくり方
より は非負行列である。さて，そうすると，
	 　














れる必要がないからである。よって，注 6 で言及の対象となった とは事情が異なる。この問題は西（2020b）の【補
論】で検討した問題であった。
















	 の非負固有値を とする。ところで，二階堂（1961），87ページの［4］より， かつ， ， のうち少






阪南論集　社会科学編 Vol. 56 No. 2
	 は先の定理より収束することとなる。













	 とする。上記の条件を充たせば， （ はゼロ行列）であることは，二階堂（1961），79ページの定理	
	
2 のⅰからわかっているので， （ はゼロベクトル）も成立する。よって， を十分大きくとれば，	
	




ページの注意 1 の条件を充たし，またそこでの条件［Ⅰ］を充たしていることを意味するので， が	
	
存 在 す る。よ っ て，左 か ら を 掛 け て， と す る と， と	
	
なることから， となる，ということになる。つまり，先の級数は に収束する。
	 　なお，非負行列についての議論については奥口・西村・藤本・丸山（1980），第 1 章も参考にした。
14）ここでの は，先のⅡ節 2 における とは異なり，賃金込みで定義されている。
15） 通 常， 行 列 の 積 は 可 換 で は な い（ つ ま り， ）。 だ が
の場 合は可 換となる。もっとよい証明の仕方があるのだろうが，ここでは
直観的な説明にとどめておく。まず， を逆行列の部分をベキ級数展開し行列演算についての
左 側 分 配 法 則 を 用 い て と 展 開 す る。次 に， の 部 分 を 級





















	 となるであろう。いうまでもなく， はそれぞれ第一財，第二財の純生産物の再生産価格であり， はⅡ節 2
の最後で定義されたものである。以下の諸式も同様に書くことができるが，省略する。































23）式は同次でないので は与えられねばならない。注13より， であれば， とい	
う非負の逆行列が存在するのであったから， であれば， であるから は非負
の逆行列をもつ。
24）もちろん，ここで， と とが可換であるか，という問題が残る（西（2015），191ページ，注24にお
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